
令和４年度 障がい者スポーツ特別研修会開催要項 

障がいのある人とない人が共に作る共生社会 

～多様性を活用して地域における参加機会を創出しよう～ 
 

１ 趣 旨 

2017 年に発表された「ユニバーサルデザイン 2020 行動計画」では、『障害のある人もない人

も、支え手側と受け手側に分かれることなく共に支え合う』ことが、共生社会の実現に重要であ

ると記載されています。また、2020年東京オリンピック・パラリンピック大会は、スポーツを通

した共生社会づくりへの関心を高め、各地で多くのパラスポーツの体験イベントが行われるきっ

かけとなりました。さらにスポーツに限らず、遊び、余暇、レクリエーションや文化活動など様々

な参加の機会を地域（市町村単位）の中で継続していくためには、障がいの有無を問わず多様な

方々が互いに協力し、活動していくことが重要であると考えます。 

そこで本研修会では、この視点から行政、障害者団体、団体、個人など多様な関係者と協力し

て先駆的な取り組みを行っている方々を講師にお招きし、地域に根差した文化・風習や多様なニ

ーズを融合させながら、より多くの参加機会を作るためには何が必要かについて考えていきます。 

 

２ 主 催  一般社団法人岩手県障がい者スポーツ協会 

 

３ 共 催  一般社団法人コ・イノベーション研究所、岩手県障がい者スポーツ指導者協議会 

 

４ 後 援  公益財団法人日本パラスポーツ協会、公益財団法人岩手県体育協会、岩手県教育委員会 

          公益社団法人日本青年会議所岩手ブロック協議会、ふれあいランド岩手 

岩手県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会、岩手県スポーツ推進委員協議会 

岩手県特別支援学校連絡協議会、NPO法人岩手県レクリエーション協会 

一般社団法人岩手県理学療法士会、一般社団法人岩手県作業療法士会 

岩手県障がい者社会参加推進センター（以上、予定団体） 

 

５ 実施概要 

（１）日時：令和５年１月 29日（日）10：00～15：30（受付９：30～） 

（２）会場：ふれあいランド岩手・ふれあいホール（1階） 

〒020-0831 盛岡市三本柳 8-1-3／TEL 019-637-1000（総合案内） 

（３）日程表 

 

       

 

 

 

（４）定  員  会場 50名程度/オンライン 100名程度（受講料無料） 

   ※オンライン受講につきましては定員にて申込を締め切らせていただきます。また、県内の

受講希望者を優先させていただく場合がありますがご了承願います。 

 

６ 申込方法  別紙申込書により、郵送・FAX・Eメール等によりお申込みください。 

※申込締切  令和５年１月 26日(木) 

 

７ 申込・問合せ先 

（一社）岩手県障がい者スポーツ協会（担当：三浦、小坂） 

〒020－0831盛岡市三本柳 8-1-3 ふれあいランド岩手内 

TEL 019-637-5055 ／ FAX 019-637-7626 ／ E-mail：t-miura@iwate-adaptive.or.jp 
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８ 内容 

（１）話題提供①（10：10～10：40） 

①テーマ「障がい者スポーツ普及における課題・実例紹介」 

  ②講師：一般社団法人コ・イノベーション研究所 代表理事  橋本
はしもと

 大佑
だいすけ

 氏 

  

 

 

 

 

 

（２）話題提供②（10：40～11：10）  

①テーマ「横浜でのスポーツを活用した多様な方が参加する地域拠点づくり」 

②講師：近藤 大輔 氏（予定） （株式会社ブリヂストン社会貢献・AHL 推進課） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）スポーツ体験①（11：20～12：00） 

（４）基調講演（13：10～13：50） 

①テーマ「社会的インパクトマネジメント～多様なステークホルダーの協働のために～」 

②講師：鎌倉
かまくら

 幸子
さ ち こ

 氏（一般社団法人インパクト・マネジメント・ラボ 共同代表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）スポーツ体験②（14：00～14：30） 

（６）パネルディスカッション（14：30～15：30） 

①テーマ「多様なステークホルダーの連携と社会的インパクトマネジメント」 

  ②パネリスト：近藤 大輔 氏、鎌倉 幸子 氏 

  ③ファシリテーター：一般社団法人コ・イノベーション研究所 代表理事  橋本 大佑 氏 

筑波大学卒業後、ドイツに渡り、車いすスポーツを通した障がい児・者への導入

指導方法について学ぶ。2009 年に帰国後、国内において障がい者スポーツの導入

における指導の開発・普及に取り組む。ドイツで師事したホルスト・ストローケン

デル先生の理念を実践するために法人設立。障がい者スポーツだけではなく、様々

な社会課題を分析し、その解決方法を研究・開発。現在は、企業研修等でも講演依

頼が多い。本日は、このパネルディスカッションのファシリテーターを務める。 

2004 年 株式会社ブリヂストン入社。次世代半導体の研究開発、ゴルフスイン

グの研究などを担当。 

2017 年からは社会貢献活動の企画運営を担当。その一環として高齢者や障が

い者の社会参加促進を目的とした Active & Healthy Lifestyle（※AHL）の企画

運営を担当している。同社の拠点がある小平市・横浜市を中心に、地域のステ

ークホルダーとの共創による社会的インパクト創出に取り組んでいる 

青森県弘前市生まれ。アメリカ・バーモント州の School for International 

Training で Intercultural and International Management 修士課程修了。 

1999 年、公益社団法人シャンティ国際ボランティア会カンボジア事務所入職。

カンボジア事務所図書館事業課コーディネーターとして 500 をこえる小学校に

図書室を設置する。2007 年東京事務所に異動。2011 年 1 月に広報課を立ち上げ

る。東日本大震災の後、公共図書館が壊滅的な被害を受けた岩手県沿岸部で仮設

住宅を巡回する「いわてを走る！移動図書館プロジェクト」を立ち上げる。2015

年 12 月末にシャンティを退職 

2016 年 1 月からかまくらさちこ株式会社代表取締役。クラウドファンディン

グを含むファンドレイジングの企画・運用支援、SNSを活用した広報・コミュニ

ケーション戦略策定と運用支援、社会的インパクト・マネジメントや組織基盤強

化などのコンサルティングを行っている。現在までに約 100 件のクラウドファ

ンディングの伴走支援（支援総額 2 億 7 千万円）を行った経験を有する。 


